
新課程用 高校理科
観点別評価への対応

▼シラバス案（物理基礎）

▼評価支援ツール

　令和 4 年度から全面実施となる新しい観点での評価では，指導要録（参考様式）に
「観点別学習状況」の欄が設けられ，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に
取り組む態度」の３つの観点について，観点ごとに３段階の評価を記載することになりました。

※イメージは制作途中のものであり，変更の可能性があります。

内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。
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▼「高等学校生徒指導要録　様式２　指導に関する記録」の記入例

東京書籍では，教科書といっしょにご利用いただける，
観点別評価に対応したツールをご用意いたします。

物理基礎 シラバス案

対象教科・科目 単位数 学年・学級

物理基礎 ２単位

使用教科書・副教材等 東京書籍「物理基礎」（物基 ），ニューアチーブ物理基礎

１ 学習の目標

・日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーについて理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。

・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

２ 学習計画及び評価方法等
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４
巻頭 物理量の測定と扱い方（ ）

物理量の表し方
有効数字と不確かさ
測定値を使った計算
科学表記
実験結果の整理

・物理学を学習する上で必要な物理量の表し方や測定における不確かさ 測定値の扱い方
有効数字の計算や科学表記の方法を理解する。

・記録タイマーとテープを使って，自分自身の運動について調べ，レポートを作成したり
他の人の運動と比べたりする。

・実験を行う際の記録タイマーの使い方と，結果を整理する際の表やグラフで表す方法と
その注意点を理解する。
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編 物体の運動とエネルギー

章 運動の表し方

１編 物体の運動とエネルギー １章 運動の表し方

教科書のページ ② ， 学習指導要領の項目 ア ｱ ㋐，㋑，㋒ 配当時間 時間 配当時期 ４月中旬～ 月下旬

章の目標

・運動の表し方についての観察，実験などを通して，物理量の測定と扱い方，運動の表し方，直線運動の加速度について理解
するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。

・運動の表し方について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現する。
・運動の表し方に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

章の観点別

評価規準

知識・技能

運動の表し方についての観察，実験などを通して，物理量の測定と扱い方，運動の表し方，直線運動の加速度について理解し
ているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。

思考・判断・表現
運動の表し方について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に
探究している。

主体的に学習に

取り組む態度

運動の表し方に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。
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巻頭 物理量の測定と扱い方

・物理学を学習する上で必要な物理量の表し方や測定における
不確かさ 測定値の扱い方 有効数字の計算や科学表記の方法を
理解する。

・記録タイマーとテープを使って，自分自身の運動について調
べ，レポートを作成したり他の人の運動と比べたりする。

・実験を行う際の記録タイマーの使い方と，結果を整理する際の
表やグラフで表す方法とその注意点を理解する。

② 知 ◎ 【知技①】物理量の表し方や，測定における不確かさと有効数字，
測定値を使った計算方法について理解している。［行動観察・記
述分析］

態 【態度①】自分の歩行運動のようすを主体的に調べ，友達と話し
合いながら比較し，その違いなどについて考えようとしている。
［発言分析・記録分析］

観点別学習状況の評価を支援
する Excel 形式のツールを，
Dマイスターに収録予定です。

▼評価規準例（物理基礎）

シラバス案・評価規準例は，弊社
ホームページからダウンロードして
お使いいただけます。


